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学習成果定着化への授業改善の試み

電気電子工学学士教育プログラム輿那篤史

塞撞盤豆

電気電子システム工学実験Eおよび電気電子ステム工学専門実験(夜間主)は後学期に

開講されている。平成 23年度、両科目の受講者総計は 93人であり、受講者は電気電子シ

ステム工学に関する実験を行うことに加えて、エンジニアリングデザインに関する講義と

実習に取り組んだ。講義で方法論を学び実習に生かす、という仕組みである。講義では、

発想法、グ、ループ作業の技法、階層設計、品質、信頼性、安全性、知的所有権などに関し

て講じ、かっ適切な演習を課している。実習では、受講者のグループを電気電子工学科の

各教員に割り振ることで、実習テーマの多様性を確保している。各教員が設定した実習テ

ーマの妥当性(実習目標、制約条件、費用の制限等)や他テーマとの難易度のバランスは事

前に電気電子工学科の実験検討委員会で審議される。実習終了後に、教員アンケートに基

づいて、更なる検討がなされる。実習結果は全受講者と教員が参加する成果報告会で発表

され、所定の評価項目にしたがって採点される。ここで、エンジニアリングデザインの実

習においてはチーム作業における協調性と自主性について理解し、実践できる能力を習得

すること、学生が主体となって、スペックの確認、評価項目の検討、調査、実験計画、設

計、製作、評価、問題点の整理、実験計画、手法の再検討およびプレゼンテーションが行

えることを目標としている。また、当該実習を取り組むにあたっては、電気基礎実験に関

する専門的知識が必要とされる。前述したエンジニアリングデザインの性格上、受講生が

主体となって実習に取り組む形式が妥当であるが、実習再検討といった観点から実習準

備・実習補助者を配置することが望ましいと考えられるため、大学院生等の実習準備・実

習補助(学生雇上:14時間X5人、 9時間X5人)を追加することにより充実化をはかった。

エンジニアリングデザイン実習テーマについて

平成 23年度においては、電気電子工学科の全教員が 1人 1グループ(3'"'-'5人、 23テー

マ)に対して、 9コマ (2.5時間X3週)程度のエンジニアリングデザインに関する実習を担

当した。実習テーマを以下に記す。

-広帯域高電圧分圧器の設計と製作

.リニアモーターカーの模型製作

-電気二重層キャパシタで動くミニ四駆の製作

・照明コントローラの設計と製作分光器の作製

.ソフトウェアを用いた CHBインバータの設計

.一定のテンポを刻む機器の設計と製作

・太陽電池の最大電力点探索のための電力変換回路と制御方式の検討
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-高校生を対象とした物理教育用実験装置の製作

.太陽熱湯沸かし器の設計と作製

-電子回路のレイアウト設計と検討

.温湿度観測装置の作製

・鉄道模型の作製

・スピードメータの製作

-指定された発光色を有する溶液の調製

• CD (コンパクトディスク)等の溝幅測定用実験冶具の製作

.光空間通信の送受信機

-光に向かつて走行する車の設計と製作

.ライントレーサの製作

• R/Cインドアプレーンの設計と製作

-地上デ、ジタルテレビ放送受信アンテナの製作

.波長多重光通信システムの設計・製作

・ディスプレイコントローラの設計と製作

エンジェアリングデザイン実習の評価方法について

エンジニアリングデザイン実習及びプレゼンテーションの評価項目を以下に示す。各評

価の内訳は、実習テーマ担当教員による採点が 60点、成果報告会(プレゼンテーション)の

採点が 40点である。テーマ担当教員は、以下の観点(各項目 10点)から評価を行った。

実習テーマ担当教員の評価項目

・適応力:現有環境を理解し、使用する機材を有効に活用している。

-協調性と自主性:チーム作業であることを認識し、分担作業が実施されている。

・スペックの確認:課題を理解し、制約条件を満たした上での課題を解決するための考

察を行っている 0

・調査及び実験計画:充分な試料の調査を行い、効率的に実践するための計画を考案し

ている0

・設計と製作・開発:設計並びに製作、開発等の方法について創意工夫し、複数のデザ

インを検討している。

-評価と検討:問題点を探求しており、問題点があれば実験計画及び手法を再検討して

し、る。

成果報告会(プレゼンテーション)の評価項目

・プレゼン資料(パワーポイント):規定に沿ったフォーマット、発表内容の整合性(10

点)

・発表内容および質疑応答:制限時間内に終了 (10点) (発表 :5分、質疑 :3分)、話の

流れと主張の明確さ (10点)、質問内容の把握(10点)
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受講生アンケート結果について

当該実習後に受講学生に対して行ったアンケート結果 (2011年度分、回答者:86)の一

部を以下の問 1'"'-'5に記す。全般的に興味を持って取り組んでいた様子であるが、多少のば

らつきが見受けられることもあり、実施方法については今後も改善を進める予定である。

問1.あなたは取り組んだテーマに興味を持って取り組めましたか?

間5. は適切でしたか?

まとめ

本報告は中期計画における{1大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するた

めにとるべき措置、 l教育に関する目標を達成するための措置、 (1)教育内容及び教育の成

果等に関する目標を達成するための措置、 2項「学士力を保証するため、学位の分野に応じ

た体系的なカリキュラムや教育プログラムを琉大グローパルシティズン・カリキュラムと

して実施する。 J}に関連した実施内容である。本報告で述べた科目は電気電子工学科3年

次後期の学生を対象に開講されており、 4年次で着手する卒業研究・セミナーの下準備に

相当する科目と位置づけているため、体系的な教育課程編成の充実化が期待できる。また、

教育課程及び実施形態については日本技術者教育認定機構(JABEE:Japan Accreditation 

Board for Engineering Education)の導入によって組織的に把握できるシステムであり、今後

も柔軟かっ適切な整備が必要と考えられる。
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